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① 「選手登録書」は、全ての事項を記入（必須）し、提出期限までに提出されたものとする。

②

③

④ 当該学年が上限定数を超えた場合は複数チーム登録を可能とするが、その場合にチームが１１

名（1、2年生は７名）に満たない場合は、下部学年より補充し登録することができる。

尚、選手は同一学年にて複数チームへの登録はできない。

⑤

⑥

４年生の部・・・・・４年生主体で構成されたチーム

３年生の部・・・・・３年生主体で構成されたチーム

４・３年生の部：試合時間１５分－５分－１５分　選手登録数は、８名～１６名とする。

補充登録した選手は、下部学年に戻っての登録出場が出来るが、選手の健康を考慮し、同一日

では、最大５年生は１２０分以内、４、３年生は９０分以内の出場に努めること。

2020年2月22日

以上４．５．８．に違反したチームは失格とする。

試合に出場できるのは、「選手登録書」に登録された選手に限る。

当該学年の部にて、選手１１名（２、１年生は７名）に満たない場合は、下部学年から補充登

録することができる。

登録選手の追加は、登録書提出から当チームの第一試合開始までに、新たに入部した選手に限

る。その場合は選手登録書に追記または再提出をしてください。

登録全選手がベンチ入りし、全ての選手が出場できるようチームで配慮すること。

7. 試合時間および登録人数　：

５年生の部　　：試合時間２０分－５分－２０分　選手登録数は、８名～１６名とする。

２年生の部　　：試合時間10分または８分ハーフ　選手登録数は、５名～１０名程度とする。

8. 登　録　：

２年生の部・・・・・２年生主体で構成されたチーム

６年生の部、１年生の部は後期２０２１年１月２３日から２月６日の期間に実施予定。

6. 競技内容　：

５・４・３年生の部は８人制サッカー競技とし、トーナメント戦とする。

２年生の部はフットサル競技とし、予選リーグ、決勝トーナメント戦とする。

令和２年度、スポーツ安全協会等の保険に、全選手および指導者が加入しているチームで

あること。

所定の「選手登録書」を提出すること。「本要項8.①および13.による」

5. 試合部門　：　後期大会は下記２部門で実施する。

５年生の部・・・・・５年生主体で構成されたチーム

3. 会　場　：　府中市少年サッカー場・小中学校グランド

4. 参　加・登録条件　：

府中市在学または在住の児童が２/３以上で構成されたチームであること。

監督およびコーチは満１８歳以上で、チームに対して責任を負える者とする。

   主　催　：　府中市少年サッカー連盟

   協　賛　：　(株)キャピタルグリーン

2. 期　日　：　令和２年４月１１日（土）～４月２５日（土）

府中カップ少年サッカー大会　２０２０（前期）

実　施　要　項

府中市少年サッカー連盟

1. 目　的　：

青少年サッカーを通じて、連盟加入団体チーム間などの交流を発展させ、サッカー技術の向上と

体力の増進を図り、さらに強い忍耐力と豊かな心を育てるために開催する。
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添付して提出すること。

大会運営幹事・団体
☆　小柳小まむし坂SC （甲木建世・090-7236-1295）

☆　ＡＲＴＥ白糸台（棚原俊介・080-1047-1190） ☆　ストロングボーイズSC（長谷川千洋・090-3474-3699）

☆　府中新町ＦＣ（葛谷智貞・090-8772-7083） ☆　府中北ＦＣ（深澤育也・090-1553-2253）

　　　　　　　　http://www.fjfl.jp/

☆　大会事務局　豊嶋　Tel 042-360-5281   Fax 042-360-5283   090-8348-2573

                                  府中市宮西町3-16-2

WEB検索　　プログラム・時程表は＜府中市少年サッカー連盟/検索＞で確認することができます。

14.組合せ抽選会および監督会議　：

期　日　：　令和２年３月１９日（木）　１９時００分～　府中市陸上競技場会議室

13. 参加申込み先　：

所定の「選手登録書」にて、クラブ代表者または連絡責任者が、下記アドレスへメールに

提出先アドレス　：　fmfc.iida@gmail.com 　（常務理事 飯田 昌也 宛）

提出期限：　令和２年３月８日（日） 

試合終了後のコート整備は、最終試合の両チームで行うこと。

アップエリアに関しては、当日大会本部へ問い合わせること。

12. 試合球　：

サッカー競技については検定４号球、フットサル競技については３号フットサル球とし、大会

本部で用意したものとする。

試合会場などで、選手、指導者および保護者などの怪我、事故等は所属するチーム責任者に

一任する。 チーム監督及び指導者は、常時選手と帯同るすように心がけること。

会場準備は、会場責任者が中心となり、コート作成は第一試合の両チームが協力し行い、第一

試合開始１時間３０分前には集合し、大会開始３０分前にはコート作成を終了すること。

各チームは試合開始３０分前までには集合し、指導者は本部へ集合した事を伝えること。

準々決勝以上の試合は、試合開始１０分前に本部にて選手の確認を行う。

11. 特別規則および注意事項　：

当該試合の開始時刻に試合の出来る人数（競技規程数）に満たないチームは失格とし、０－０

で相手側の勝利とする。

試合における判定等に対する抗議または異議の申し立ては認めない。

小雨決行とするが、グランドコンディションにより中止とする場合は、第一試合の２時間前に

決定する。 但し、現地集合後の順延決定もありうる。

フットサル競技においては、フットサル競技規則に準ずるが、一部大会特別規程によることが

ある。

ベンチに入るコーチは２名以上とし、「選手登録書」へ登録された者とするが、コーチが不足

した場合は補充することができる。但し、指導者資格の有無は問わない。

交替要員はビブスなどを着用し、出場選手との見分けがつくようにすること。

審判員は審判服を着用し、資格の有る物はそのワッペンをつけること。

勝敗が決しない場合は、３本のＰＫ戦を行う。但し、決勝戦のみ延長戦（５分－５分）を行い、

それでも決しない場合は、５本のＰＫ戦とする。

10. 競技方法　：

サッカー競技においては。「日本サッカー協会」８人制サッカー競技規則に準ずる。

9. 試合方法　：

サッカー競技の審判員は３人制とし、大会運営本部にて割当てを行う。

フットサル競技の審判員は２人制（レフリー１名、アシスタントレフリー１名）を基本とし、

大会運営本部の判断にて、１人制にする場合がある。


